
　　お薬手帳はお薬の記録(薬歴)です。

　　お薬と一緒に渡される説明書(薬品情報提供用紙)とは少し役割が違います。

　　説明書(薬品情報提供用紙）
　　　　今どんな薬をどのくらいの量をどのように飲んでいるのかがわかります。

　　お薬手帳
　　　　説明書(薬品情報提供用)の内容の他に・・・

　　　　★医療機関で

　　　　　　　　・今どのようなお薬をいつから使っているかを
　　　　　　　　　知ることができます

　　　　　　　　・過去にどのようなお薬をどのくらいの期間使ったかを知ることができます

　　　　　　　　

　　　　★入院する時

　　　　　　　　・入院する前に飲んでいた薬を確認することができ、入院中に使う薬との飲み
　　　　　　　　　合わせを確認するのに役立ちます

　　　　★他の医療機関にかかった時

　　　　　　　　・医師・歯科医師・薬剤師は、あなたが今使っているお薬
　　　　　　　　　を確認することで、同じ効果のある薬を複数飲むこと
　　　　　　　　　(重複)を防ぐことができます

　　　　★薬局・薬店等でくすりを買う時

　　　　　　　　・薬剤師がお薬手帳の記録を確認し、あなたに合う薬のアドバイスができます

お薬手帳の役割は？

お薬手帳について

薬の種類と量がわかる、大切な
説明書です

しかし、これだけではいつから
飲んでいるかはわからない

歯科 薬局



　　　　★副作用を防ぐことができる

　　　　　　　　・副作用が出た情報があれば、同じお薬や同じ系統の薬を避けることができます

　　　　★飲み合わせの悪い薬を避けることができる
　　　　　　　　・飲み合わせを確認することで、お薬の効果が弱くなったり強すぎたりしてしまう
　　　　　　　　　のを防ぐことができます。

　　　　★同じ効果のある薬を複数飲むこと(重複）を避けることができる

　　　　　　　　・複数の病院や複数の科におかかりになる時、処方されたお薬の内容を確認する
　　　　　　　　　ことで、同じおくすりを倍の量飲むことを防ぐことができます。

　　　　　　　　・また、最近ではジュネリック医薬品(後発品）を使うことも多いため、見た目が
　　　　　　　　　全く違ったり、お薬の名前が全く違っていても、お薬自体の成分が全く同じで
　　　　　　　　　あったり、効果が似ていることもあります。

　　　　　　　　・医師、歯科医師、薬剤師が確認することでこのようなことを避け、安全に
　　　　　　　　　お薬を管理することができます。

　　　　★災害時にもお薬の内容を伝えることができる

　　　　　　　　・災害時にお薬手帳があれば、お薬がなくてもいつも飲んでいるお薬の内容を
　　　　　　　　　伝えることができます。

お薬手帳を持つ利点は？

同じ薬!!

A病院の処方 B病院の処方

見た目は違うけれど、
実は同じ薬!!ということもあります

A病院の処方 B病院の処方




